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雑種成犬18頭および臨床例67例を対象として負荷試験によるセクレチン放出を検討した。その結果,

0.3M Glycinc,各濃度 Etylalcoholには直接的セクレチン放出作用はなく,稀 塩酸 のみ有意のセクレチ

ン放出作用を認めた.ヒ トにおけるアルヨールの七クレチン放出作用は,ア ルヨール投与により意起され

た胃酸分泌の元進が原因と考えられる.臨床例 の空腹時セクレチン値は,胃 全allで低値 を示す傾向にあ

り,セ クレチン値と健常な胃の存在が密接な関係にあることがうかがわれた。塩酸負荷後のセクレチン放

出は,胃 全all例では,Roux3Yょ り Double Tractが良好であり,噴 門側胃切除例ではN字 吻合が良好で

あった.

索引用語 :セクレチン放出,塩 酸負荷試験,ア ルコール負荷試験,胃 全易J術,噴 門側切除N字 吻合法

はじめに              RadioimmunOassay Kit(第 一アイツトープ社)を 使用し

セクレチンは最初にホルモンとして,そ の存在が報告   た 。被検血衆は 1～ 3週 間,-23℃ に凍結保存したもの

された物質であり,27個のアミノ酸よりなる polypePtide   で ぁる。

であるが,JOrpes and Muttに より,分 離,構 造決定が    2)動 物実験

なされてゆより種々の Radioimmunoassayの 試みのい°ゆ
    体 重約 10kgの 雑種成犬18頭を使用した.ThiOpenta1   4

がなされてきた。我々は Yanatharaら めの方法 による   麻 酔下に開腹.幽 門輪部および TreitZ靭帯部の控腸を

Secretin RadioimmunOassay Kit(第一)を 検討 しため
   結 繁し,十 二指腸のポーチを形成,刺 激剤注入用の十二

が,今 回,こ のキットを用いて大における負荷試験後の   指 腸慶を作成した.ま た,大 腿静脈および門脈にカニュ    ・

セクレチン放出を検討するとともに臨床例においても,    レ ーションを施行し,採 血用とした。

健常者,胃 全all術後,お よび噴門側胃切除術後のセクレ    ポ ーチ内に生理食塩水,0・3M Glycine溶 液,0・lN

チン放出を検討し,再 建法による若子の違いをみとめた   HCl, 99.8% Ethylalcohol)60% EthialcOh01, 30%

ので報告する.                     Ethylalcohol,10%Ethylalcohol各 30mlを 注入し,

材料および方法            注 入前,注 入後 5分 ,15分 ,30分 ,45分 ,に 大腿静脈及

1)Radioimmuncassay                 び 門脈より採血し,血 漿を分離,セ クレチン値を測定し

1978年5月 より同年 9月 までに発売 され た Secretin  た 。
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3)臨 床研究

健常対照群20例,胃 癌術前症例 4例 ,お よび胃癌にて

各種胃切除術施行症例43例の計67例を対象とし,早 期空

腹時血中 セクレチン値 の検索 をおこなった。術後症例

は,い ずれも術後 1カ月以上経過したものである.

このうち,35例 に 0・lN HCl 100mlを 経口負荷, 6

例に WhiSky(Ethylalcoholとして10%濃度)を 経口負

荷し,負 荷前,負 荷後 5分 ,15分 ,30分 ,45分 に肘静脈

より採血し,セ クレチン値を測定した.

結  果

I 動 物実験

1)対 照群

前述の十二指腸ポーチ内に生理食塩水 30ml注 入時の

血中セクレチン値の変動 を対照群とした (図1).大 腿

静脈血においては,負 荷前 :152.8±14.4Pg/ml, 5分:

162.5±14.9Pg/ml, 15分 :170.5± 11.lPg/ml, 30分 :

図 l Secretin releasc Pattern(dOgS)N=6
Nom■al saline 3tlml MeanttSE Pg/ml

164.5±16.OPg′ml,45分 :156,0±9.9Pg/ml)であり, 15

分後に最高17.7±15.lPg/mlの上昇を示した。門脈血で

は, 負荷前 :155.0±14.6Pg/ml, 5分 :175.2±19.4Pg/

ml)15分 :163.8±21.5Pg/ml,30分:160,8±14.OPg/ml,

45分 :157.7±14.5Pg/ml,であり, 5分 後に最高11・2土

20.5pg/mlの 上昇を示した。最高上昇値は,未 梢血で

17.7±15.lPg/ml,門脈血で 11・2±20.5pg/mlと 軽度で

あった。
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図 2 Secretin release Pattem(dogS)N=3

0。3M Clycine 3tlml MeanttSE Pg/ml

2)0 3M Clycine負 荷試験

ガス トリン放出作用 の知られている Clycine溶液を

使用し, 負荷後のセクレチン値 を検索した。図2の ご

とく,大 腿静脈血 では,負 荷前 :140.0±11.5Pg/mlか

ら,負 荷後 5分,15分ヵ30分,45分 にそれ ぞれ,138.3

±19.2 pg/ml 141`7±20.9 Pg/ml, 145,0±15.Opg/ml,

146.7±26.8Pg/mlに 変動した。門脈血は, 180.0± 5.8

Pg/mlか ら,そ れぞれ 195.0±13.2 pg/ml,195.0±16.1

pg/ml,197.5pg/ml,205.0± 21,6 pg/ml)に変動し,い ず

れも45分で最高値を示したが,未 梢血で 6.67±31.8Pg/

ml,門 脈血で25,0±20.8Pg/mlと ,対 照群に比し有意差

はなく,0・3M Glvcine負 荷ではセクレチン放出を認め

なかった (図2).

3)0.lN塩 酸負荷試験

図3は 0・lN塩 酸注入時のセクレチン値の変動である

(図3).大 腿静脈血では,負 荷前 124.0±27.5Pg/mlで

あり,5分 後に 203.0±18.8Pg/ml,15分後に173.0±27.8

Pg/ml,30分 後に 158.0±19.5Pg/ml,45分後に 129,0土

11.5Pg/mlに 変動した。門脈血は,負 荷前 150.0±20.6

Pg/mlか ら5分 ,15分 ,30分 ,45分 後にそれぞれ288.0土

30.3Pgml,277.0± 20.3pg/ml,231.OPg/ml,182.0± 26.4

Pg′mlに 変動した。塩酸負荷後には5分 という早い時期

にセクレチン値 の上昇 を認め,最 高上昇値は,末 梢血

で78.7±18.5Pg/ml(0・02<p<0,05),門 脈血では138.7

±50.4Pg/ml(0,01<P<0・ 02)と 対照群に比し有意のセ
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B 5 Secretin release pattern (dags) N:3
60fr, Ethylalcohol 30ml Mean-FSE pg/ml

血では,負 荷前 :241.3±45.OPg′ml)で あり, 5分 後 :

224.0±38.6Pg/ml,15分後 :226.0±47.9pg/ml,30分後

:203.0±46。lpg/ml,45分 後 :222.8±49.2P宮′mlに 変

化した。門脈血値は,負 荷前 :236.5±46.3pg/mlか ら,

5分後 :231.5±33.4pg/ml,15分後 :223.3±49.9Pg/ml,

30分後 :221,3±57.5Pg/ml,45分後 :244.0±48。3pg/ml,

に変動したが,末 梢血,門 脈血ともにセグレチン放出は

認められず,む しろ抑制傾向を示していた。

図5は ,60%Ethylalcohol注 入後のセクレチン値の変

動である(図5).大 腿静脈血では,負荷前88.0土ll・Opg/

mlか ら5分後 93.3±11.7Pg/ml,15分後 124.3±17.4pg/

ml,30分 後 123.7±24.6Pg/ml,45分後 137.0±25.lPg/

mlの 変動 を示し,45分 で最高 49.0±18.lPg/ml上 昇

(0.05<P<0.1)し た.門 脈血では,負 荷前193.3±14.8

Pg/mlか ら, 5分 後 :171.7±38.4pg/ml,15分後 :150.7

±29.7Pg/ml, 30分後 :132.5Pg/ml, 45分後 :161.7土

44.3Pg/ml,に変動し,む しろ抑制傾向を示した,末 梢

血では徐々に上昇する傾向を示し,49.0± 18.lpg/ml,の

上昇を示したが,か なり遅い時期に上昇しており,同 時

に測定した門脈血値がむしろ抑制傾向を示すことより,

60%Ethylalcoholに よるセクレチン放出作用とするに

は問題があろう。

図6は 30%Ethylaicohol注入後のセクレチン値の変動

である (図6).大 腿静脈血では負荷前値 :139。3±29.8

tr 3 Secretin release pattern (dogs) N:3
0.1N HCI 30ml Mean-l-SE pg/ml

tr 4 Secretin release pattern (dogs) N:4
99.5fr, Ethylalcohol 30ml Mean-FSE pglml

クレチン放出を認めた。

4)ア ルヨール負荷試験

図4は ポーチ内に99.5%EthylalcOh01を注入した時

のセクレチン値の変動 を示している (図4),大 腿静脈
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図 6 SCCretin release pattem(dogS)N=3

30ヲ″Ethylalccho1 30hl MeanttSE Pg/ml

H  F a m t r a l v

子――I P。・t4 1 V

図7 Secretin release pattem(dogS)N=2
10%Ethylalcoho1 3tlml

Pg/mlから,5分 後 :134.3±28.3PJml,15分後 :125.6

±31.9Pg/ml,30分後 :138,0±32.OPg/ml,45分後 :141.3

±29,7Pg/mlとなり,門 脈血では,負 荷前 140.0±13.2

Pg/mlか ら5分後 :145.0±32.5Pg/ml,15分後, 131.6

±6.OPg/ml,30分後 :135,0±20,2Pg/ml,45分後 :105.0

±7.6Pg/mlと変動し,右 意の上昇を示さなかった。
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図 7は 10%Ethylalcchol注 入後のセクレチン値の変

動を示したものである (図7).大 腿静脈血 では負荷前

177.5Pg/mlか ら5分 後 :167.5Pg/ml,15分後 :197.0

Pg/m130分 後 :193.OPg/ml,45分後 :197.OPg′mlに 変

動した。門脈血では負荷前 136.5Pg/ml,5分後 :168.5

pg/ml,15分後 :178.OPg/ml,30分後 :153.5pg/ml,45分

後 :142.5Pg/ml,に変動.末 梢血 では,45分 後 に平均

19.5Pg/ml)門脈血では15分後に平均 41.5Pg/mlの上昇

を示した。

以上の結果より,わ れわれはアルヨール負荷後におい

ては著明なセクレチン放出を認めえなかった。

II 臨 床研究

1)空 腹時血中セクレチン値

健常対照群20例および各胃切除術後の平均セクレチン

値を示したのが図8で ある (図8).

図 8  Fasting plasma secre↓ in levels

健常対照群のセクィチン値は 132.9±14.3Pg/mlであ

り,幽 門側胃切除 Blllroth I法再健例 7例 のセク レチ

ン値 は 135,1±25.4pg/ml,噴門側胃切除術後例17例の

平均は 128.2±13.7Pg/mlであり,ほ ぼ対照群類似の値

を示 したのに対し,進 行胃癌例4例 の平均は 105.8土

6.Opg/mlと低値傾向 (0・4<P<0。5)に あり,胃 全別術
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履g10  Secretin releasc Pattern

total gastrectomy

H ―
l e ― t

子一重

虜11l  Secretin releasc Pattern

Proximal gasirectomy

H  N a ■
4 d  t t t ― a

壬―=時 It・m

岳―王競・SCt

45

図9  SeCretin release pattern
Normal volunteer N=7 MeanttSE Pg/ml

後症例19例では 104.5±11.8pg/mlと 低値傾向 (0・1<P

<0.2)に あった。

われわれの今回 の検索 では,有 意差はみいだしえな

かったが,胃 癌例および胃全別術後例で低値を示す傾向

にあった.

2)0・ lN塩 酸負荷試験

健常対照群7例 に 0・lN塩 酸 100mlを 経口負荷し,

末梢静脈血やのセクレチン値 を検索した (図9).空 腹

時 :185,0± 12.lPg/mlか ら5分 後 :195.0± 13.8Pg/ml,

15分後 :202.0± 12.7Pg/ml,30分後 :205。0±13.7Pg/ml,

45分後 :196.0±8.9Pg/mlに 上昇し,30分 にピークを形

成した.

図10は胃全易J術後症例11例 (Double Tract再 建法 7

例,Roux‐Y型 再建法 4711)に 同じく 0・lN塩 酸負荷を

おこなったものである (図10).

Roux‐Y型 再建群では,空 腹時 98.8±27.3Pg′mlか ら

負荷後 5分 ,15分 ,30分 ,45分 にそれ ぞれ 97.3±29.4

pg/ml,102.3±32.3pg/ml, 110・0±31.Opg/ml, 109・8土

24.4Pg/mlとはとんど変動 を示さなかったのに対し,

Double Tract再建群では空腹時117.0±14.9pg/ml,から

5分後 :132.4±16.7Pg/ml,15分後 :135.9±22.4Pg/ml,

30分後 :152.0±13.3pg/ml,45分後 :124.9±16.8Pg/ml

と, 30分後にピークを有する上昇パターンを示し (0・1

<P<0.2)ぃ ずれも ROux‐Y型 群より高値 を示してい

た.

図11は噴門側胃切除術後症例17例 (N字 吻合8例 ,空

腸間置4例 ,Doubl●Tract 5例)に同じく0。lN塩 酸100
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中1を 負荷したものである (図11).Dollble Tract再 建

群 では,空 腹時,94.4± 23.Opg/mlか ら5分後 :119・4

±19.lpgrml,15分後 :117.4± 18.5Pgγml,30分 後 :99・2

±16.8Pg/ml)45分 後 i l14.8±20.8Pg/ml と , 5分 に

ピークを有 する軽度上昇 パターンを示し,N字 吻合で

は, 152.9±24.6pg/mlか ら, 5分 後 :170.5±25,7Pg/

ml, 15分 後 :159.5± 15.5Pglml)30分 後 :136.6±26.8

Pg/ml,45分 後 :137.1±27.5Pgrmlと 同じく5分 にピー

クを有する Double Tract群 類似のパターンを示し,N

字吻合群が高値 を示していた.空 腸間置群は,121.0土

20.5pg/mlか ら, 5分 後 :140,8± 15.4Pg/ml, 15分後 :

103.0±15.9pg/ml, 30分後 133.0±26.3Pg/ml,45分 後

128.7±13,8Pg′mlに 変動し,同 じく5分後 にピークを

示したが,そ のパターンは他の2群 と異なっていた。ま

た,そ の値は,ほ ぼN字 吻合群と Double Tract群 の中

間に位置していた。

3)ア ルコール負荷試験

図12は,健 常対照群に10%Ethylalcohol濃度の WhiSky

60mlを 経口負荷 した後 のセクレチ ン値 の変動であ

る (図12).負 荷前 :67.7±9.5pg/ml から, 5分後 :

図12 Secretin release Pattern 10%WhiSky
Normal volunteer N=3 MeanttSE Pg/ml

106.3±12.Opg/ml,15分後 :88.3±9.5Pg′ml,30分後 :

98.3±3.8Pg/ml,45分後 85.0±12.lpg′mlに 変動し, 5

分で有意の上昇 (0,02<P<0.05)を示した。

図13は噴門側胃切除術後症例 (N字 吻合)に ,同 じく

Whisky 60mlを 経口負荷 したものであるが,155.3土

55(849)

図13 Secretin release Pattern 10%WhiSky
N shaped anastomosis(N‐ 3)MeanttSE

44.6Pg′mlか ら, 5分 後 :152.0±41.3pg/ml,15分後 :

161.7±42.6Pg/ml,30分後 :163。3±38.3Pg′ml,45分 後

:162.7±43.5Pg/mlに変動したが,有 意 の変動ではな

かった (図13).

考  盛

刺激物質負荷時の血中へのセクレチン放出作用につい

図14 dOuble tract N字 型吻合法
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いては,ア ルコール負荷後有意のセクレチン上昇を認め

たのに対し,胃 底腺領域 を失った噴門側胃切除術後群

では,ア ルコール負荷後セクレチン放出を認 めなかっ

ブこ .

また,前 述したごとく,大 十二指腸内アルコール注入

によってもセクレチン放出を認めなかったことより,健

常人におけるアルヨール投与後のセクレチン上昇は,ァ

ルコール投与による胃酸分泌元進の結果として,十 二指

腸内の酸性化を来し,セ クレチンの放出を惹起したもの

と解釈されよう。OSValdOlりらも異なる実験系で,ァ ル

コールのセクレチン放出作用は,胃 酸分泌を介すること

を推定している。

以上の結果より,直 接的セクレチン放出刺激剤として

は,塩 酸が道切であるとの結論をえたため,0・lN塩 酸

を標準刺激剤として臨床例の検討を行った.

空腸時セクレチン値の正常値については,B10。m and

Ogawaは ,400Pg/ml以 下,Rhodesら
1りは 38.6Pg/ml,

藤井 ら
1°は 140.0±50.OPg/mlと種々の報告 がみられ

る。われわれの施設の正常値は 132.9±14.3Pg/mlであ

り,胃 全別症例 で低値 を示 す傾向 (0・1<p<0・2)に

あった.健 常なる胃の存在如何が空腹時セクレチン値に

も重要な影響を有することがうかがぇるが,こ の点につ

いては今後の検討を要する問題であろう。

臨床例における塩酸負荷試験については,健 常者にお

いては,30分 にピークが認 められたが,上 昇 パターン

は,ゆ るやかであった.こ れは投与された塩酸溶液が一

時胃内に停滞し,ガ ス トリンを介する,い わゆる ShOrt

iooP feed back機構
1りにより微妙 に調節されたのち,

徐々に十二指腸内に排出されるため,急 激な放出パター

ンを示 さなかった ものと考 えられる。これは, Feed
baCk機 構の破壊 された術後状態においては,む しろ大

きな刺激効果が期待 しうるものとも考えられよう。

胃切除術後の再術後の再健経路については,十 二指腸

経由の有利性が推定されており,消 化吸収機能面からの

検討については,中 山
19,神

前
1°
,ら の業績があり,わ

れわれもガス トリン動態より検討をおこなってきた1つ.

今回 のセクレチン放出面 での検討 では,胃 全易J例では

ROux_Y型 群より Dollble Tract群がセクレチン値及び

セクレチン放出反応ともすぐれており,食 物の一部が十

二指腸へ流入する Double Tract群が Roux‐Y群 より有

利なことが推測された。噴門側骨切除術後例のセクレチ

ン放出反応 については,N字 吻合群
1めlり

(図14),空腸

間置群,Double Tract群 のいずれも負荷後5分 にピー

ては,塩 酸のみでなく,ブ ドウ糖,蛋 白質,ペ ンタガス

トリンなどにもみ られる とされてきたがつ°が,1975年
Bodenめらは,Radioimmunoassayに より, アミノ酸,周旨

肪酸,糖 のセクレチン放出作用を検討し,塩 酸のみにセ

フレチン放出作用が認められたことを報告 している。し

かしながら,Straus10らは,人 におヽヽて, アルコールに

セクレチン放出作用があると述べており,刺 激剤による

効果も必ずしも解決されたとはいえない。われわれは,

犬十二指腸ポーチ内注入実験で刺激剤によるセクレチン

放出の検討をおこなった。その結果,0・3M CIycine注

入 によっては,対 照群 に比し有意 のセレクチン放出作

用を認めえなかったのに対し,塩 酸負荷後 5分 には,末

梢静脈血,門 脈血いずれにおいても有意のセクレチン放

出を認めた。99.5%,60%,30%及 び10%ア ルヨール注

入によるセクレチン放出の検討においては,各 濃度とも

右意のセレクチン値 の上昇 を認 めえなかった。ただ,

60%EthylalcOh01注 入時において,45分 後に上昇傾向

(0.05<P<0.1)を みとめたが,こ れはアルコール十二

指腸内注入後45分という遅れた時相に認められたセクレ

チン上昇であり,ア ルコールの直接作用によるとは考え

難く,他 の因子の関与を考慮するのが妥当であろう。ま

た,同 時に測定した門脈血でセクレチン値の上昇を認め

なかった点も,ア ルヨールによるセレクチン放出作用を

否定するものといえよう。

しかし,わ れわれの検索 によっても健常人 へのアル

コール (Whおky)投与により,有 意のセクレチン値の上

昇を証明しえた。この成績は StrauSらの結果を支持す

るものであるが,前 述した犬におけるアルコール注入の

成績と矛盾するものといえよう。これらの違いは,人 と

犬の種属差によるとも考えられ,EthylalcOh。1と whiSkγ

の違い,あ るいは,動 物実験においては,麻 酔剤の影響

により著明な分泌反応を認めなかったためとも解釈でき

よう。しかしながら,両 実験系には,刺 激剤の投与経路

という大きな相違点が存在する.す なわち,大 における

実験では,刺 激剤 (アルコール)を 直接十二指腸内に注

入したのに対し,人 における実験では,経 口投与を行っ

たものであり,両 者間には胃の関与という大きな違いが

存在している。これらの相違点を考慮して,わ れわれは

術後症例 (噴門側胃切除術後症例)に おいて,同 様のア

ルコール負荷試験を試みた。その結果,噴 門側胃切除術

後症例においては健常者群と異なり,ア ルコール負荷後

セクレチン値の上昇を認めえなかった.

以上を総括すると,健 常な胃の存在する健常大群にお
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クが認められ,早 期に刺激剤が十二指腸に流入すること

により,早 い時相にピークが出現したものと考えられ,

放出反応の迅速さでは,三 者間に差はみとめられなかっ

た。しかし,そ の放出パターンは,N字 吻合群,Double

TraCt群が5分 にピークを示した後,徐 々に下降する類

似のパターンを示したのに対し,空 腸間置群では, 5分

にピークを示した後,急 に下降し,30分 後に再び急に上

昇する二峰性のパターンを示しており,刺 激剤が残胃一

十二指腸経由と空腸に分散して流れ込む術式より,全 量

が残胃一十二指腸に流入する術式のセクレチン変動が大

きいことを示している。

これら3術式間のセクレチンの Basal levelは,N字

吻合群が最も高値 を示していた。N字 吻合群と Double

TraCt群 のセクレチン値の違いに関しては,N字 吻合群

の方が食物の十二指腸内流入量が多く,常 に何らかの刺

激を受けていることより,ほ ぼ納得しうる結果といえよ

う。しかしながら,食 物全量が十二指腸を経由する空腸

間置群がN字 吻合群より低値傾向にあったことは予期に

反する結果であり,十 二指腸への刺激のみでは説明しえ

ない。これは,今 回 の研究 が臨床研究であるところよ

り,N字 吻合を行った群と空腸間置を行った群の適応症

例の違いも一因となるかもしれない。また,N字 吻合群

が残胃への食物停滞時間がないことより,幽 門洞領域ヘ

の貯留機能がセクレチン値に影響を有することも考えら

れよう。前述したごとく,胃 全all群のセクレチン値が低

値傾向にあったことも考えあわせると,酸 度のみでなく

ガス トリン濃度との相関関係においてもセクレチン値の

検討をおこなう必要があろう。これらセクレチン値とガ

ス トリン値の関係については,今 後より詳細に検討すべ

き問題である。

以上述べてきたごとく,胃 切除術後の再建経路に関し

ては,十 二指腸を食物が通過する術式がセクレチン放出

反応に関しては有利と考えられた。噴門側胃切除術後に

おいては,セ クレチン値に関してはN字 吻合群が高値を

示し,ゆ るやかな上昇パターンを示 したのに対し,空 腸

間置群はN字 吻合群と Double Tract群の中間の値を示

し,変 動幅が大きかった。健常対照群が feed back機構

の修飾を受け,ゆ るやかなセクレチン放出を示す点を考

えるとN字 吻合群の放出パターンが, より生理的との印

象もうけるが, これらの点についても今後,術 後愁訴と

の関係により検討すべき問題であろう.

おわりに

(1)雑 種成犬に 指腸 ポーチ内への塩酸注入 によ
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り,血中セクレチン値は有意の上昇を認めたが,ClyCine,

Eth71alcohol注入によってはセクレチン値 の上昇 を 認

めなかった。

(2)健 常成人に Ethy121cchol(WhiSky)の経 口投与

を行 うと血中セクレチン値は有意に上昇したが, これは

アルヨールの直接作用ではなく,ア ルヨール投与により

惹起された胃酸分泌元進に出来すると考えられた.

(3)胃 切除術後空腹時血中セクレチン値は,幽 門側

胃切険 (BillrOth I法),噴 門側胃切除術後 にお いては

対照群類以の値を示 したのに対 し,胃 全all術後では低値

傾向にあった.

(4)術 後の塩酸負荷試験による成績は,胃 全易J群で

は,Roux‐Y群 より Double Tract群 がす ぐれてお り,

食物が十二指腸を経由する術式がセクレチン放出面で有

利と考えられた。また,噴 門側胃切除群ではN字 吻合群

がセクレチン放出面で有利との印象を得た。

本論文 の 要旨 は 第13回日本消化器外科学会総会 (熊

本)に おいて発表した。
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